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PDFJ - 日本語PDF生成モジュール

=head1 SYNOPSIS

  use PDFJ qw(SJIS);
  $doc = PDFJ::Doc->new($pdfversion, $paperwidth, $paperheight);
  $font = $doc->new_font('Ryumin-Light', '90ms-RKSJ-H', 'Times-Roman');
  $page = $doc->new_page;
  $text = Text("テキスト", TStyle(font => $font, fontsize => 10));
  $paragraph = Paragraph($text, PStyle(size => 100, align => 'w', linefeed => 20));
  $image = $doc->new_image($jpgfile, $pixelwidth, $pixelheight, $width, $height);
  $shape = Shape->ellipse($x, $y, $rx, $ry);
  $block = Block('V', $paragraph, $image, $shape, BStyle(align => 'c'));
  $block->show($page, $x, $y);
  $doc->print('sample.pdf');

=head1 DESCRIPTION

=head2 概要

このモジュールは日本語PDFを生成する。次のような特徴がある。

=over 4

=item *

JIS X 4051「日本語文書の行組版方法」（1995）にほぼ準拠した行組版ルールを組み込んであり、禁則や行の詰め伸ばしはこのモジュールに任せることができる。

=item *

ルビ、添え字、縦書き中の欧文、縦中横、欧文のハイフネーション、下線・傍線、圏点、網掛けといった組版処理もこのモジュールに任せることができる。

=item *

Type1フォントでは、和文にRyumin-LightとGothicBBB-Medium、欧文にTimes、Helvetica、Courierの各ファミリが使える。これらはフォント自体は埋め込まれないので、コンパクトなPDFを作れる。ただし表示・印刷環境にそのフォントがないと代替フォントとなる。

=item *

任意のTrueTypeフォントを使うこともできる。TrueTypeフォントは埋め込まれる（和文についてはサブセットで）ので、若干PDFのサイズが大きくなるが、どんな環境でも同じように表示・印刷できる。

=item *

欧文に、固定ピッチの半角フォントを使うことも、プロポーショナルな欧文フォントを使うこともできる。

=item *



KozGo-Italic + Georgia-Italic

PDFJ - 日本語PDF生成モジュール

=head1 SYNOPSIS

  use PDFJ qw(SJIS);

  $doc = PDFJ::Doc->new($pdfversion, $paperwidth, $paperheight);

  $font = $doc->new_font('Ryumin-Light', '90ms-RKSJ-H', 'Times-Roman');

  $page = $doc->new_page;

  $text = Text("テキスト", TStyle(font => $font, fontsize => 10));

  $paragraph = Paragraph($text, PStyle(size => 100, align => 'w', linefeed => 20));

  $image = $doc->new_image($jpgfile, $pixelwidth, $pixelheight, $width, $height);

  $shape = Shape->ellipse($x, $y, $rx, $ry);

  $block = Block('V', $paragraph, $image, $shape, BStyle(align => 'c'));

  $block->show($page, $x, $y);

  $doc->print('sample.pdf');

=head1 DESCRIPTION

=head2 概要

このモジュールは日本語PDFを生成する。次のような特徴がある。

=over 4

=item *

JIS X 4051「日本語文書の行組版方法」（1995）にほぼ準拠した行組版ルールを組み込んであり、禁則や行の詰め伸ばしはこのモジュールに任せることができる。

=item *

ルビ、添え字、縦書き中の欧文、縦中横、欧文のハイフネーション、下線・傍線、圏点、網掛けといった組版処理もこのモジュールに任せることができる。

=item *

Type1フォントでは、和文にRyumin-LightとGothicBBB-Medium、欧文にTimes、Helvetica、Courierの各ファミリが使える。これらはフォント自体は埋め込まれないので、コンパクトなPDFを作れる。ただし表示・印刷環境にそのフォントがないと代替フォントとなる。

=item *

任意のTrueTypeフォントを使うこともできる。TrueTypeフォントは埋め込まれる（和文についてはサブセットで）ので、若干PDFのサイズが大きくなるが、どんな環境でも同じように表示・印刷できる。

=item *

欧文に、固定ピッチの半角フォントを使うことも、プロポーショナルな欧文フォントを使うこともできる。

=item *



KozMin-Bold + Times

PDFJ - 日本語PDF生成モジュール

=head1 SYNOPSIS

  use PDFJ qw(SJIS);

  $doc = PDFJ::Doc->new($pdfversion, $paperwidth, $paperheight);

  $font = $doc->new_font('Ryumin-Light', '90ms-RKSJ-H', 'Times-Roman');

  $page = $doc->new_page;

  $text = Text("テキスト", TStyle(font => $font, fontsize => 10));

  $paragraph = Paragraph($text, PStyle(size => 100, align => 'w', linefeed => 20));

  $image = $doc->new_image($jpgfile, $pixelwidth, $pixelheight, $width, $height);

  $shape = Shape->ellipse($x, $y, $rx, $ry);

  $block = Block('V', $paragraph, $image, $shape, BStyle(align => 'c'));

  $block->show($page, $x, $y);

  $doc->print('sample.pdf');

=head1 DESCRIPTION

=head2 概要

このモジュールは日本語PDFを生成する。次のような特徴がある。

=over 4

=item *

JIS X 4051「日本語文書の行組版方法」（1995）にほぼ準拠した行組版ルールを組み込んであり、禁則や行の詰め伸ばしはこのモジュールに任せることができる。

=item *

ルビ、添え字、縦書き中の欧文、縦中横、欧文のハイフネーション、下線・傍線、圏点、網掛けといった組版処理もこのモジュールに任せることができる。

=item *

Type1フォントでは、和文にRyumin-LightとGothicBBB-Medium、欧文にTimes、Helvetica、Courierの各ファミリが使える。これらはフォント自体は埋め込まれないので、コンパクトなPDFを作れる。ただし表示・印刷環境にそのフォントがないと代替フォントとなる。

=item *

任意のTrueTypeフォントを使うこともできる。TrueTypeフォントは埋め込まれる（和文についてはサブセットで）ので、若干PDFのサイズが大きくなるが、どんな環境でも同じように表示・印刷できる。

=item *

欧文に、固定ピッチの半角フォントを使うことも、プロポーショナルな欧文フォントを使うこともできる。

=item *
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PDFJ - 日本語PDF生成モジュール

=head1 SYNOPSIS

  use PDFJ qw(SJIS);
  $doc = PDFJ::Doc->new($pdfversion, $paperwidth, $paperheight);
  $font = $doc->new_font('Ryumin-Light', '90ms-RKSJ-H', 'Times-Roman');
  $page = $doc->new_page;
  $text = Text("テキスト", TStyle(font => $font, fontsize => 10));
  $paragraph = Paragraph($text, PStyle(size => 100, align => 'w', linefeed => 20));
  $image = $doc->new_image($jpgfile, $pixelwidth, $pixelheight, $width, $height);
  $shape = Shape->ellipse($x, $y, $rx, $ry);
  $block = Block('V', $paragraph, $image, $shape, BStyle(align => 'c'));
  $block->show($page, $x, $y);
  $doc->print('sample.pdf');

=head1 DESCRIPTION

=head2 概要

このモジュールは日本語PDFを生成する。次のような特徴がある。

=over 4

=item *

JIS X 4051「日本語文書の行組版方法」（1995）にほぼ準拠した行組版ルールを組み込んであり、禁則や行の詰め伸ばしはこのモジュールに任せることができる。

=item *

ルビ、添え字、縦書き中の欧文、縦中横、欧文のハイフネーション、下線・傍線、圏点、網掛けといった組版処理もこのモジュールに任せることができる。

=item *

Type1フォントでは、和文にRyumin-LightとGothicBBB-Medium、欧文にTimes、Helvetica、Courierの各ファミリが使える。これらはフォント自体は埋め込まれないので、コンパクトなPDFを作れる。ただし表示・印刷環境にそのフォントがないと代替フォントとなる。

=item *

任意のTrueTypeフォントを使うこともできる。TrueTypeフォントは埋め込まれる（和文についてはサブセットで）ので、若干PDFのサイズが大きくなるが、どんな環境でも同じように表示・印刷できる。

=item *

欧文に、固定ピッチの半角フォントを使うことも、プロポーショナルな欧文フォントを使うこともできる。

=item *


